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広島県⽴美術館は、広島市の商業エリアの中⼼である⼋丁堀交差点から徒歩約 10 分、広
島駅からも徒歩約 12 分でアクセス可能な、都市の中⼼部に位置する美術館である。「名勝 
縮景園」に隣接し、県の施設として⼀体的な運営が⾏われている。 
 旧広島藩主、浅野家の⼤名庭園である縮景園の⼀⾓には、かつて同家伝来の古美術品を展
⽰する私⽴美術館「観古館」が存在した。しかし、原爆投下により同館は焼失。⼀⽅で、戦
前に美術家たちの作品発表の場であった旧広島県産業奨励館、現在の原爆ドームに代わる
新たな美術館建設を求める声が⾼まった。こうした背景から、同館は 1968（昭和 43）年、
中国地⽅初の公⽴美術館として開館した。1996（平成 8）年には全⾯リニューアルを⾏い、
庭園と美術を同時に楽しめる「都会の中の憩いの空間」となることを⽬指して、活動を続け
ている。 
 「広島県ゆかりの美術作品」「⽇本とアジアの⼯芸作品」「1920〜30 年代の美術作品」の
３つの収集⽅針に基づき集められた所蔵作品は、現在 5000 点を超える。そのコレクション
を活かした特別展、所蔵作品展を軸としながら、夏休みのファミリー層をターゲットとした
マンガやアニメの特別展など、従来の美術の枠を超えた幅広いジャンルの展覧会を開催し
ている。その他、「シャッターアート・ミュージアム」への参画や「ひろしまナイトミュー
ジアム」の実施など、都市の中での魅⼒・認知度向上に向けた最新の取り組みを含め、当館
の活動の⼀端をご紹介する。 
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